
地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施評価表

実績額

（円） 指標 目標指標値 実績値

- - -

関連商品開発（新
商品）

３品 ４品

周遊ルート構築と
ツアー実施

５ルート ４ルート

小中学生への特別
講義

１０回 ５回

「社会教育の充実」
における満足度の
向上
（Ｈ26：3.42）

５点満点
中

３．９２

５点満点
中

２．９４

創業や産業振興に
関する相談件数
（Ｈ26：5件）

４０件 ７７件3
下北サテライトプ
ロジェクト

　当地域では、高等教育機関の立地
が長年の課題とされており、青森中央
学院大学及び弘前大学と連携協定を
締結し、域学連携を図ることで、今後
はサテライトキャンパスを設置すること
により、高等教育機会を充実させると
ともに、地域イノベーションの創出を目
指すものである。

244,245

　サテライトキャンパス
の設置により、地域の
人材育成等に寄与す
る事業に取り組む体制
が確立した。今後は、
若者や他地域の方を
呼び込むことや、地域
内外の有用な人材を
積極的に確保・育成
し、地元への定着につ
なげていく。

　ＫＰＩを達成してい
ないため、研究、分
析、改善が必要であ
る。創業や産業振興
においても、創業支
援事業の効果が大
きいことから、サテラ
イトでの取組も期待
する。

内部評価及び
今後の方針

推進会議
での意見

　県内では市町村第１
号となる総合戦略の策
定となったが、総合戦
略の実現のために展
開してきた各施策につ
いて効果検証を行い、
施策の充実や見直し
を検討し、必要に応じ
て総合戦略を改訂す
る。

　KPIの設定がない
ことから、意見なし。
今後の方針のとお
り。

2
ジオパーク推進
事業

　当市には、地域内に大学や博物館
がなく、ジオパークの中心的役割を担
う専門職員（地理、地質、人文等の学
芸員級）がいないため、地域資源の資
料収集や調査研究、さらには住民へ
の知識の還元が難しい状況にあるこ
とから、ＵＩＪターンの要素を取り入れ
つつ外部から専門職員を招致すること
で、ジオパークを強く推進する体制の
構築を図るものである。

6,207,408

　ジオパークに必要な
学術知見を有する推
進員を雇用したこと
で、地域内におけるジ
オパーク活動が一層、
推進した。今後はジオ
サイト周遊ルートの構
築や講義の充実を
図っていく。

　関連商品の開発が
飲食関係のものがメ
インとなっており、５
市町村の連携を深
め、ツアー実施や特
別講義以外の取組
についても、充実を
図ってほしい。

No. 事業名 事業内容

1
むつ市総合戦略
策定事業

8,406,524

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

　地方創生は、「しごと」が「ひと」を呼
び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循
環を確立するとともに、その好循環を
支える「まち」に活力を取り戻すための
仕組を整備することである。まち・ひ
と・しごと創生法に基づき、むつ市にし
ごとを創出し、ひとを呼び込み、まちに
活力を取り戻すため、必要な調査等を
実施し、人口ビジョン及び総合戦略を
策定するものである。
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地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施評価表

実績額

（円） 指標 目標指標値 実績値

内部評価及び
今後の方針

推進会議
での意見

No. 事業名 事業内容
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

市内中心商店街に
おける歩行者通行
量
（Ｈ26：595人）

６１２人 ５２２人

市内中心商店街に
おける商店街売上
（Ｈ26：2102）

２，１２３
百万円

２，１１８
百万円

創業相談件数
（Ｈ26：5件）

４０件 ７７件

創業件数
（Ｈ26：5件）

１０件 １９件

観光入込客数
（Ｈ25：908.5万人）

１００万人
８８．６万

人

ゆるキャラグランプ
リ上位50位（Ｈ26：
191位）

５０位 １６２位

クルーズ客船寄港
数

１回 ２回

5 創業支援事業

　創業が活発に行われるような地域で
は設備投資の拡大や雇用創出効果
があることから、当市においても創業
が活発化するよう創業支援を積極的
に展開する。
　具体的には創業支援の専門家であ
るIM（インキュベーションマネー
ジャー）を招聘し、創業相談を実施す
るほか、創業関連セミナーを開催す
る。

1,222,181

　創業件数が１９件で
あったことからも、当該
事業が雇用の創出や
産業振興に効果的で
あったと評価できる。
今後はビジネスプラン
コンテストの開催など、
創業に取り組みやすい
環境を構築していく。

　目標とするＫＰＩを
大幅に上回る件数と
なっていることから、
今後は創業した後の
支援やその後の追
跡等により、事業の
効果を継続的に分
析してほしい。

4

「３種の神器」によ
る商店街販路開
拓
支援事業

　「１００円商店街」「街バル」「まちゼ
ミ」という、商店街や中心市街地に立
地する店の活性化の取組が全国各地
の商店街で実施されており、これら３
つの施策は商店街活性化の３種の神
器と呼ばれている。こうした３種の神
器を利用し、商店街の新規顧客の開
拓や商店街全体のイメージアップにつ
なげる事業を実施する。

2,157,820

　全体としては、通行
量、売上は減少してい
るものの、　「まちゼミ」
の開催で売上にすぐ
現れる店もあり、効果
的な事業であった。今
後は、行政に頼らない
自立的な事業実施を
目指す。

　内部評価では、今
後は行政に頼らない
自立的な事業実施
を目指すとのことだ
が、資金面等の観点
から軌道に乗るまで
は行政等からの支
援が必要と感じる。

6
本州てっぺんから
の観光プロモー
ション事業

　当市は「恐山」など魅力的な観光資
源を有しながらも、観光客が伸び悩ん
でいる現状にあり、メインターゲットで
ある首都圏の観光旅行者を中心に、
市の魅力を効果的にＰＲするために、
プロ野球球団とのタイアップや、ゆる
キャラを活用した話題性のあるプロ
モーション活動を展開するほか、併せ
て半島の利点を活かし、海路を利用し
た誘客方法であるクルーズ客船の誘
致活動にも積極的に取り組むもので
ある。

20,433,827

　ゆるキャラグランプ
リ、クルーズ客船寄港
数を見ると効果が出て
いる。北海道新幹線開
業や青函DCなどが実
施され、北海道東北に
旅行者の目が向くこと
から、誘客に向けて継
続して取り組んでいく。

　費用対効果の観点
から、この事業を実
施したことに伴う効
果検証の方法を検
討してほしい。例え
ば、サンプリング調
査の実施など、分析
方法について、研究
してほしい。
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実績額

（円） 指標 目標指標値 実績値

内部評価及び
今後の方針

推進会議
での意見

No. 事業名 事業内容
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

薬研地区観光入込
客数
（Ｈ26：7.7万人）

８．５万人 ８．１万人

体験プログラム造
成
（Ｈ26：0プログラ
ム）

３プログラ
ム

２プログラ
ム

優良系雌子牛導入 １８頭 １８頭

作物被害額の減
（Ｈ25：1,585千円）

１，１０９
千円

１，７０２
千円

7

薬研温泉開湯
400年から始まる
地域
活性化推進事業

　むつ市の代表的な観光地である薬
研温泉は、近年は観光ニーズの多様
化、経済不況からかつての賑わいが
薄れてきている。そのような中、2015
年に迎える開湯から400年の節目を地
域活性化の好機ととらえ、薬研温泉郷
で対応が遅れている個人客へのニー
ズに対応する体験プログラムづくりを
行うものである。

1,134,000

　目標の数値には届い
ていないが、前年度を
上回る入込客数となっ
ている。今後は、体験
プログラムの実施体制
や開発した体験プログ
ラムの活用方法につ
いて検討していく。

　薬研温泉だけの問
題ではなく、温泉地
の観光客が大幅に
減っている。今の時
代、観光業でどれく
らいの雇用が生まれ
るのか、疑問であ
る。外国人観光客の
取り込みも検討して
ほしい。

9
鳥獣被害対策事
業

　近年、野生鳥獣による農作物被害が
深刻な地域課題となっており、特に特
産品（一球入魂かぼちゃ、ワイン醸造
用ぶどうなど）の生産地付近までニホ
ンザルの生息域が迫っており、対策が
急務となっている。
　鳥獣被害対策実施隊を導入すること
により、農産物の被害を減少させると
ともに、農家の意欲を高めることで、農
業生産活動を強化し、農山村の多面
的機能維持を図る。

7,062,847

　農作物の被害額は
増加しているが、当該
事業の実施により、生
息域の拡大防止が見
られ、一定の効果が見
られた。引き続き、鳥
獣被害対策実施隊に
よる被害防止活動を実
施する。

　鳥獣被害は、里山
がなくなっていること
が問題である。長期
的にみると、里山を
つくり、山を管理する
人を呼び込み、そこ
でお金が生まれ、生
活ができるといった
仕組の構築が、鳥獣
被害の軽減につな
がると考える。

8
エクセレントＣｏｗ
Ｃｏｗ事業

　繁殖農家の後継者不足や、高齢化
に伴う飼養頭数の減少、ＥＰＡやＴＰＰ
による牛肉の競争激化に打ち勝つた
め、国内トップクラスの畜産先進地か
ら優良系統の雌牛導入を図る。
　市内に住所を有する、肉用牛生産者
の希望者の中から当選者に対し、優
良血統の繁殖雌牛導入の助成を行う
ことにより、肉用牛の改良生産を促進
し、農家の所得向上及び畜産経営の
安定を図る。

8,058,493

　当初の予定通り優良
系統の雌子牛を１８頭
購入したことにより、肉
用牛の改良生産の促
進に寄与した。今回購
入した雌牛を繁殖させ
ることにより、さらなる
優良雌牛の増頭を図
ることで、農家所得の
向上を目指す。

　今回購入した畜産
農家の後継者を把
握してほしい。また、
下北地区において東
通牛や大間牛など、
バラバラにブランド
化しているものを、
他市町村との連携に
より、下北牛として一
本化を目指してほし
い。
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地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施評価表

実績額

（円） 指標 目標指標値 実績値

内部評価及び
今後の方針

推進会議
での意見

No. 事業名 事業内容
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

陸奥湾内三漁協ナ
マコ漁獲量（Ｈ26：
429t）

４４０ｔ ３６２ｔ

ネット・通販売上金
額アップ
（Ｈ26：1,700万円）

１，８００
万円

２，２００
万円

新規取引件数 １０件 １６件
　ＫＰＩを大きく上回り、
商談会の際のアン
ケート調査でも、市特
産品についての評価
は高く、その後の取引
も成立している。今後
は関東地方をはじめ、
未開拓の地区である
中部圏や関西圏にお
いて事業を実施する。

　供給量が少ないと
いった課題がある
が、供給量を増やす
対策も必要ではない
か。また、関西圏は
配送コストもかかる
ことから、今後の方
針のとおり関東地区
を含めた小さな取引
を増やしてほしい。

　漁獲量は減少した
が、大規模密漁組織
が検挙されるなど、直
接的に資源量を増加さ
せる事業ではないが、
一定の抑止効果は生
まれており、資源の保
護には役立っていると
考えられる。今後も引
き続き取り組んでいく。

　ＫＰＩの漁獲量につ
いては、自然のもの
であることから環境
や資源確保の観点
から増減するもので
ある。ただし、密漁監
視は一定の効果が
あることから、今後も
継続が必要と考え
る。

11
水産物ＱＲコード
推進事業

　近年、消費者は食品の安心・安全を
求めており、水産物においてもブラン
ド表示やトレーサビリティを行い、他産
地との差別化を図っている事例が多
数ある。水産物の出荷時にＱＲコード
付きのタグやシール貼付の取組を推
進することにより、消費者をホーム
ページ等へ誘導し、水産物のＰＲと販
売促進を図り、知名度アップやブラン
ド化につなげることを目的として、ＱＲ
コード付きパッケージ等作成費用を助
成する。

600,000

　売上は上がっている
が、QRコード付きパッ
ケージの完成が遅れ３
月下旬となった。今後
の推移を見守り、事業
効果を確認しながら事
業継続の判断をする。
また、誘導先ＨＰが閲
覧者の興味を引くよう
な取組も必要である。

　内部評価にあると
おり、ＫＰＩは達成さ
れているものの、年
度末の事業完了と
なっていることから、
意見なし。事業効果
を今後分析してほし
い。

12
むつ市特産品販
路開拓支援事業

　当市産品は供給量が少ないことが
課題であり、新規取引成立の障害と
なっている。よって、客単価の高いホ
テルや飲食店など、小規模でも安定し
た売上を見込める取引を目指し、一流
シェフ、一流ホテルとコラボした事業を
実施する。また、県が進めるロジス
ティック戦略の活用を念頭に置き、こ
れまで実施してこなかった関西圏にお
いて事業を実施し、販路開拓を図る。

4,956,898

10
ナマコみまもり事
業

　ナマコは陸奥湾内の漁協の漁獲金
額の50％以上を占めており、資源の
維持･増加を図ってきたが、近年、高
値に目を付けた密漁被害が多発し、
漁獲量の減少や港湾内の治安の悪
化が懸念されている。各漁協が24時
間体制で漁港を監視できるカメラを設
置する経費や密漁監視員日当の一部
を助成し、監視体制を強化することに
より密漁を防止し、安全で安定した漁
業経営に寄与することを目的とする。

1,980,000
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実績額

（円） 指標 目標指標値 実績値

内部評価及び
今後の方針

推進会議
での意見

No. 事業名 事業内容
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

健康マイレージ事
業参加者目標数

５００人 ７１０人

健康マイレージ事
業参加目標世帯数

１００世帯 １８世帯

健康ウォーキング
大会参加者目標数

３００人 ３７４人

「子どもの生活環
境づくり」満足度の
向上
（Ｈ26：3.51）

５点満点
中

４．５１

５点満点
中

２．６２

利用者数 ５，０００人
３２，２３１

人

ジオパーク理解・浸
透割合

５０％ ５４．７％

13
健康ウォーキング
支援事業

　生活習慣病の予防、健康を取り戻す
ための施策の一つとして「むつ市健康
マイレージ事業」と連携し、健康の意
識付けや習慣化の効果を狙い、一定
の健康プランにチャレンジする方に、
ポイントを付与する。また、スマホアプ
リを活用し、毎日のウォーキング情報
を取り込み、一定の歩数を達成した場
合において、チャレンジ達成者にはイ
ンセンティブとして、地域の商品券と協
賛店での特典を享受できる「健康マイ
レージカード」を発行する。

5,653,260

　健康づくりへの関心
を持ってもらうことに一
定の効果があった。世
帯での参加が少なかっ
たため、今後は世帯で
参加しやすい方法も検
討する。また、企業・商
店街など地域全体で
関心を持ってもらえる
ように働きかけていく。

　健康マイレージの
協賛店を示すＰＲス
テッカーが小さすぎ
るため、ＰＲ方法を
検討してほしい。ま
た、総合戦略の中
で、全体的に健康づ
くりの取組が手薄に
なっているので、配
慮してほしい。

15
下北まるごとジオ
パーク構想推進
事業

　「下北ジオパーク構想推進協議会」
を通じて、地域内のジオサイト（地球
活動を感じるフィールド）の説明・案内
看板の設置等の様々な取組を広域展
開することにより、下北地域住民の日
本ジオパーク認定への気運醸成を推
進し、日本ジオパーク認定により生じ
る交流人口の増加や新商品開発等の
効果を様々な分野に波及させ、50年
先を見据えた持続可能な地域づくりの
礎とするものである。

2,884,903

　ジオパークガイドブッ
クや説明看板、のぼり
旗、HPなどを作成設置
したことで、地域住民
のジオパーク理解が著
しく進展した。今年度
の日本ジオパーク認定
を目指し、事業を継続
して実施することで交
流人口の拡大を目指
す。

　上乗せ交付を受け
たことで、案内看板、
ガイドブック、のぼり
旗、ＨＰなどが整備さ
れたことは、ＫＰＩの
達成に寄与したもの
と思う。今後、すべて
のジオサイトの看板
作成を進めてほし
い。

14
むつ市キッズ
パーク運営事業

　子どもの健やかな育みの支援と子
育てをする家庭の交流促進を図るた
め、「むつ市キッズパーク」を運営す
る。安心安全な子育て空間及び情報
交換の場を提供することにより、子育
て世代の親子、親同士の新たな交流
が生まれ、子育ての孤立化防止に寄
与するとともに、子ども・子育て支援の
充実を図ることを目的とするものであ
る。

8,122,830

　全体的な満足度の向
上にはつながっていな
いが、当該施設の利用
者は想定をはるかに
超えていることから、
施設の必要性は十分
にある。今後は、子育
て支援拠点施設とし
て、子育て世代への発
信基地となるように整
備を進めていく。

　利用者数がＫＰＩを
大幅に達成している
のにもかかわらず、
満足度の向上は下
がっている。キッズ
パークは効果的だ
が、それ以外の子ど
もの生活環境づくり
にも力をいれてほし
い。
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地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施評価表

実績額

（円） 指標 目標指標値 実績値

内部評価及び
今後の方針

推進会議
での意見

No. 事業名 事業内容
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

プラットフォームの
設立・運営準備の
完了

１団体 １団体

繁殖用雌仔牛増 ２０頭 １８頭

ジオパーク認知度 ５０％ ８６．５％

17
下北ヘルシー短
角牛育成事業

　近年健康志向から、脂肪が少ない和
牛の人気が高くなってきているが、生
産農家の高齢化などから廃業する農
家が増えているほか、草地や畜舎が
利用されず、遊休化していることも課
題となっている。農業法人が主体とな
り大学や行政機関などと連携し、自然
放牧等によりヘルシーな短角牛を繁
殖から肥育、販売までを一環して行
い、ブランド化の推進やワイン、観光
などと連動させ、雇用の創出や地域活
性化を目指すものである。

3,621,600

　価格が高騰したた
め、当初予定の頭数
は購入できなかった
が、短角牛の導入によ
り、飼養管理をするた
めの雇用の増加につ
ながった。今後は、雌
牛の増頭を目指し、肥
育から加工、販売につ
なげることで６次産業
化に取り組んでいく。

　短角牛は黒毛和牛
に比べると市場価格
が安いが、ワインと
の関連で導入するの
であれば、広く畜産
の振興となるような
取組としてほしい。

16
観光地域づくりプ
ラットフォーム設
立事業

　昭和４３年に下北観光協議会を設立
し、広域で観光振興と誘客事業を行っ
てきたが、来訪者の利便性の向上を
図り、交流人口の拡大を図るため、地
域のワンストップ窓口を整備し、質の
高いサービスときめ細やかな観光案
内等を行う｢観光地域づくりプラット
フォーム｣に組織を発展させ、地域が
一体となって観光振興に取り組む体
制を整備するものである。

6,030,000

　昨年度プラットフォー
ムを設立し、運営準備
が無事完了した。当該
団体は、行政や民間
事業者などが連携して
運営しており、観光施
策における当地域の
方向性を共有し、一体
となって取り組んでい
く。

　体制が確立した後
の取組に期待する。
全体の中で観光に
関する事業の割合
が大きいことから、
費用対効果の検証
方法を検討し、効果
の分析と、事業の改
善をしてほしい。

18
ジオパークセッ
ションin下北GP構
想

　日本ジオパークネットワーク会員地
域の専門員等を講師に迎え、ジオ
パークによる地域振興のメリット等に
ついての講演会を開催するほか、ガイ
ドセッション、地域振興に係るワーク
ショップ等を行うことで、住民のジオ
パーク気運の醸成を図る。

1,462,789

　さまざまな切り口から
ジオパークへのアプ
ローチ方法などを講演
いただいたことで、さま
ざまな対象者に対し、
ジオパークが加速的に
浸透した。今後は、下
北ジオパーク推進事業
として継続して実施す
る。

　当該交付金を活用
したジオパーク関連
事業が複数あること
から、当該事業につ
いては意見なし。今
後の方針のとおり。
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地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施評価表

実績額

（円） 指標 目標指標値 実績値

内部評価及び
今後の方針

推進会議
での意見

No. 事業名 事業内容
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

新規取引件数 １０件 １０件

地域資源の付加価
値メニュー開発

２メニュー １メニュー

地域資源の付加価
値メニュー提供

１メニュー １メニュー

大学への企業訪問
件数（業界研究セミ
ナー）実施大学数

２大学 ２大学

19

「むつ市のうまい
は日本一！」地
元見本市販路開
拓支援事業

　市内外の飲食業界の方に、下北ジ
オパークが育む当市の評価の高い１
次産品を、下北ジオパークの紹介（講
演会）と併せて試食会（懇親会）を実
施し、ストーリーとともに食材の魅力を
ＰＲする。また、生産者とのマッチング
スペースを併設することにより、商談
への足がかりとすることで販路拡大を
目指す。

1,946,319

　ＫＰＩを達成し、アン
ケート調査でも、市特
産品についての評価
は高く、その後の取引
にもつながっている。
今後の取引状況（件
数、価格等）を検証し、
事業者等の要望など
を勘案しながら、事業
の実施を検討する。

　ＮＯ．１２の事業と
関連する事業である
ことから、当該事業
においては意見な
し。今後の方針のと
おり。

21
オール青森雇用
創出連携プロジェ
クト事業

　本市においては、１５～１９歳の階層
において大幅な転出超過となっている
ものの、１０代で転出した半分も市内
に戻ってきていない状況にある。この
ことから、県内大学・県内自治体・県
内企業等がオール青森体制で産学官
民協働の広域ネットワークを形成し、
卒業生の地元就職率の向上及び雇用
創出に取り組むことで青森地域の課
題である人口減少の解決に取り組む
ものである。

688,994

　事業所からはＰＲ方
法など反省すべき点も
あるが、学生の生の声
が聴けて良かったとの
意見を得ていることか
ら、セミナーの実施は
効果があった。セミ
ナーに参加する事業
所数を増やし、当地へ
の就職につなげてい
く。

　ＫＰＩの設定におい
て、全体的にアウト
プット的なものがあ
るため、アウトカム指
標として、今回の取
組が総合戦略に掲
げられている目標に
どう寄与するか考え
る必要がある。

20
地域の誇り発掘・
発信プロジェクト
『be proud of ∞』

　地域の交流人口拡大を図るととも
に、人、食、文化といった地域資源を
組み合わせ、地域の誇りを発掘し、首
都圏などの青森に関心がある情報感
度の高いターゲットへ提供することで
地域の魅力を発信する事業に取り組
む「薬研温泉開湯400年祭実行委員
会」へ補助するものである。

2,000,000

　県外への周知を徹底
することができなかっ
たことから、周知方法・
期間の見直しの必要
性を感じた。今後は、
実施体制の確立を含
め継続して実施し、観
光振興や地域の賑わ
い創出を図っていく。

　Ｎｏ．７の事業と関
連する事業であるこ
とから、当該事業に
おいては意見なし。
観光関連事業につ
いては、点と点をつ
ないで線、そしてひと
つの地域を面で捉え
る取組が必要。
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